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令和 3年度 2年次「史学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」事前登録 

 

史学科の学生は、1 年次後期に「史学導入演習 II」を履修し（火曜 1 限・金曜１限）、さらに、2 年

次前期に「史学基礎演習 I」、2年次後期に「史学基礎演習 II」を履修して、各コースごとに、分野・時

代の研究方法の基礎を広く学んでいきます。 

 

「史学基礎演習 I・II」は、少人数で行われる授業であり、事前登録制をとっています。下記の登録

期間内に K-SMAPYⅡ上で希望を受け付けますので、希望する授業を 4 つ入力してください。あわせ

て、選考の参考にするため、現在関心を持っている研究について、参考文献を示した上で、具体的に

400字以内で記入してください。 

 

 

次年度の「史学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」は、次頁以下に記される授業が開講されます。履修に際しては、下

記の条件があります。この条件に従って履修希望を出して下さい。 

 

・「史学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」では、「史学導入演習Ⅰ・Ⅱ」で履修したコースと同一のコースを履修でき

る。なお、日本史学コースの場合は、「史学基礎演習Ⅰ」と「史学基礎演習Ⅱ」で異なる時代の演習

を選択することが望ましい。 

  

◆登録期間：令和 2年 12月 19日(土)14：20～令和 3年 1月 12日(火)12：50（厳守） 

◆登録方法：K-SMAPYⅡアンケート機能より 

◆登録内容： ①希望する授業を 4つ選択（※下記、注意事項を参照のこと） 

②現在関心を持っている研究テーマ（400字以内） 

◆結果発表：2月下旬（予定） 

 

【登録画面上の注意事項】 

 希望科目の選択において、「第 1希望」で選択した科目は、「第 1希望」として扱います

が、第 2～4希望で選択した科目の希望順位はすべて同順の「第 2希望」として扱います。 

 上記「登録内容」の②は、「志望理由」の欄に入力してください。 

 登録期間内に事前登録を済ませなかった場合、希望通りに履修できない場合があります。 

 日曜日、1/11（月・祝）、冬期休暇中は事務室が閉室しているので、問合せの際は注意して

ください。 



【現 1年生】 

2 

 

史学科履修ガイダンス 

史学基礎演習Ⅰ 

№ コース・分野 担当教員 授業テーマ 備考 

Ⅰ-1 日本史学・古代史 山﨑雅稔 
飛鳥・奈良時代の史資料と

研究 
 

Ⅰ-2 日本史学・古代史 清武雄二 
出土文字からみた古代日

本の文化 
 

Ⅰ-3 日本史学・中世史 平野明夫 
中世後期の政治・社会と文

化を考える 
 

Ⅰ-4 日本史学・中世史 杉山一弥 
日本中世史研究の基礎を

まなぶ 
 

Ⅰ-5 日本史学・近世史 榎本 博 
江戸時代の史料とくずし

字の学修 
 

Ⅰ-6 日本史学・近世史 種村威史 
江戸時代の史料とくずし

字の学修 
 

Ⅰ-7 日本史学・近現代史 柴田紳一 
吉田茂の書翰から学ぶ日

本近代史 
 

Ⅰ-8 日本史学・近現代史 吉田律人 
名望家の日記から読み解

く日本近代史 
 

Ⅰ-9 外国史学・東洋史 江川式部 
中国史のなかの女性と社

会 
 

Ⅰ-10 外国史学・東洋史 石丸由美 広いアジアの歴史を学ぶ 

12/21 追記 

演習内容に修正

があります 

Ⅰ-11 外国史学・西洋史 大久保桂子 
西洋近現代史へのアプロ

ーチ 
 

Ⅰ-12 考古学 中村耕作 
発掘調査報告書から先史

時代人の行動・思考に迫る 
 

Ⅰ-13 考古学 深澤太郎 
考古資料論Ⅰ：編年論―遺

構・遺物の「年代」― 
 

Ⅰ-14 地域文化と景観 川名 禎 
地図・絵図で読み解く『利

根川図志』の世界 
 

Ⅰ-15 地域文化と景観 橋村 修 

歴史地理学と民俗学の接

点―漁村・漁業を事例とし

て― 
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史学基礎演習Ⅱ 

№ コース・分野 担当教員 授業テーマ 備考 

Ⅱ-1 日本史学・古代史 山﨑雅稔 
奈良・平安時代の史資料と

研究 
 

Ⅱ-2 日本史学・古代史 佐藤長門 日本古代史入門  

Ⅱ-3 日本史学・中世史 高橋秀樹 古記録入門  

Ⅱ-4 日本史学・中世史 矢部健太郎 
室町・戦国・織豊期の古文

書 
 

Ⅱ-5 日本史学・近世史 岩橋清美 
江戸時代の史料とくずし

字の学修 
 

Ⅱ-6 日本史学・近世史 種村威史 
江戸時代の史料とくずし

字の学修 
 

Ⅱ-7 
日本史学・近現代

史 
柴田紳一 

本学図書館の貴重書に学

ぶ日本近代史 
 

Ⅱ-8 
日本史学・近現代

史 
内山京子 

日本近現代史の史料と論

文を読む 
 

Ⅱ-9 外国史学・東洋史 江川式部 唐長安と仏教  

Ⅱ-10 外国史学・東洋史 樋口秀実 
広いアジアの歴史を研究

する 

12/21 追記 

演習内容に修正

があります 

Ⅱ-11 外国史学・西洋史 大久保桂子 西洋近世・近代史基礎演習  

Ⅱ-12 外国史学・西洋史 神長英輔 西洋近現代史基礎演習  

Ⅱ-13 考古学 阿部昭典 考古学からみる人類史  

Ⅱ-14 考古学 深澤太郎 

考古資料論Ⅱ：機能論―人

間が作って使って捨てた

モノ― 

 

Ⅱ-15 地域文化と景観 吉田敏弘 
伝統的景観と生態系を保

全する 
 

Ⅱ-16 地域文化と景観 林 和生 

古地図・絵図と現代地図か

ら読み解く江戸・東京の歴

史的景観 
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授業内容（史学基礎演習Ⅰ） 

 

日本史学・古代史 山﨑雅稔 

日本古代史研究の基本史料にはどのようなものがあって、何が書かれているのか、それらをど

のように解読、分析して研究するのか？ この演習では実際に史料を読みながら、調べ方、研究の

仕方を身につける。具体的には『続日本紀』（六国史）を読む。また、古代史研究に必要な律令格

式・仏教説話・金石文・木簡・正倉院文書などの基本史料の扱い方についてもふれる。 

 

日本史学・古代史 清武雄二 

 近年の日本古代史研究は、木簡や墨書土器といった出土文字資料の著しい増加により、文献

史料のみでは明らかにし得なかった多様で実態的な古代史像が解明されつつある。また、韓国

の出土木簡の調査事例が数多く紹介されることによって、列島における文字文化の受容とその

展開、発展過程の研究が飛躍的に進展している。一方、考古遺物であるこれら出土文字資料の

取扱いは、既存の文献史料とは異なる史料批判の方法をも加味した検討が必要とされる。本演

習では、出土文字資料を東アジアの時代性・地域性といった視角から把握し、文字文化・文書

行政全体から体系的に位置づけて理解することによって、列島の古代社会の歴史的特性とその

展開を学んでいく。演習に際しては、具体的な木簡を取り上げて、その調査研究事例をなるべ

く数多く紹介するとともに、出土文字資料そのものの属性や形態・機能を十分に認識した研究

方法を説明し、その習得を目指していく。 

 

日本史学・中世史 平野明夫 

室町・戦国・織豊期の日記や古文書等を読み解きながら、史料読解の方法を身につけ、史料か

ら何が明らかになるのかを考え、史料を基に中世社会を洞察することを学んで欲しい。そのため

に、史料読解の基礎を備えられるよう、史料を読むことを行う。 

 

日本史学・中世史 杉山一弥 

 日本中世（院政・鎌倉・南北朝・室町・戦国）における重要事項（政治、経済、法

律、宗教、文化、合戦）を、一次史料の古文書・古記録から復元する技能を養う。 

 あわせて日本中世史研究でもとめられる思考・理論・規範の基礎をまなぶ。 
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日本史学・近世史 榎本 博 

 江戸時代はそれ以前にくらべて、飛躍的に古文書が作成された時期である。そのため江戸時代

を研究する上では史料に対する広い理解が必要になる。江戸時代が終了して 150 年以上が経過

し、史料に出てくる単語・用語・文体は現代人にはなじみが薄いものになっている。まずこれに

慣れる必要がある。また江戸時代の史料はくずし字と呼ばれる独特の書体で書かれている。翻刻

されている史料は少なく、この読解も必要である。 

 

日本史学・近世史 種村威史 

 江戸時代はそれ以前にくらべて、飛躍的に古文書が作成された時期である。そのため江戸時代

を研究する上では史料に対する広い理解が必要になる。江戸時代が終了して 150 年以上が経過

し、史料に出てくる単語・用語・文体は現代人にはなじみが薄いものになっている。まずこれに

慣れる必要がある。また江戸時代の史料はくずし字と呼ばれる独特の書体で書かれている。翻刻

されている史料は少なく、この読解も必要である。 

 

日本史学・近現代史 柴田紳一 

 戦後日本の復興に寄与した吉田茂(1878－1967)は、その長く波乱に富んだ生涯を通じて数

多くの手紙を書き遺した。主に戦前期には明治・大正・昭和の外交官として、戦中期には和平工

作の推進者として、戦後期には宰相および宰相たちの後見者として、である。この演習では、①

〈授業の進め方〉史料を読み進めながら報告を求め、②〈授業で重視するポイント〉史料を読む

力や、文章作成・発表など表現する力を身につけることを基本にし、③〈学びのポイント〉徐々

にステップアップしながら(毎回出席し回を重ねる中で)考え・調べ・読み・表現し、その進行・

反復の中で学生には積極的な姿勢で授業に臨み、着実に「歴史を学ぶ力」を体得してもらいたい。 

 

日本史学・近現代史 吉田律人 

 個人が記した日記は過去の事象を知る重要な手掛かりとなる。本演習では、名望家の日記を読

み、分析することで、近現代の史料を読み解く基礎的な技術や知識を学ぶ。名望家とは、政治や

経済、文化活動を先導した地域社会の有力者である。具体的には、神奈川県橘樹郡生見尾村（現・

横浜市鶴見区）の名望家であった佐久間権蔵の日記（横浜開港資料館編・発行『佐久間権蔵日記』）

を使用し、明治末期～大正初期の地域社会の変化を読み解いていく。受講生には、日記を読むと

ともに、関連した論文、文献を調査した結果を報告してもらう。なお、状況に応じてフィールド

ワークなども実施する。積極的な姿勢で授業に臨んでもらいたい。 
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外国史学・東洋史 江川式部 

 中国史の史料及びそれに関連する概説・論文を読み、史実の読み解き方を学習していきます。

具体的には、『隋書』列女伝を読みながら、当時の女性の生き方に映し出される歴史社会について

考えていきます。中国の歴史史料には、女性について書かれたものはほとんどありません。従っ

て、正史に残る「列女伝」は、とりわけ希少な史料ですが、行いが社会的に善しとされて史料に

残され、後世に読み継がれた表層的な叙述の奥に、その人物の生きた時代や真実を見出すことは、

不可能ではありません。史料のもつ二重性を考えつつ、歴史とは何かについて、考えてみたいと

思います。 

 

外国史学・東洋史 石丸由美 

この演習は、将来西アジアの歴史をテーマに卒論を書くための出発点となる授業です。論文を

書くためにはまず自らの興味を知らなければなりません。そこから問題意識を明確にし、テーマ

を設定し、調べ、論文という形にまとめるということになります。この授業ではこうしたことを

一つ一つ指導していきたいと思います。まず自らの興味から「問題をどのように設定するか」「ど

のように調べるか」「どのような論を展開するか」、さらには工具類（辞書、地図、文献目録など）

の使い方、関連論文の探し方など、論文作成に必要なことがらを学ぶことになります。最初数回

の講義形式の授業の後、受講者にテーマを設定し実際発表していただく形で授業を進めていきた

いと思います。そのほかにテキスト（英文、和文）の講読を中心に行っていきます。 

※12/21修正 P.11樋口先生の演習説明内容と入れ替わっていたため修正しました 

 

外国史学・西洋史 大久保桂子 

 外国史学のうち、西洋史を学ぶ意思のある 2 年生全員を対象とする基礎演習。西洋史学の分

野、領域は多岐にわたるが、この演習では、「西洋」の一部であるヨーロッパが歴史的世界として

確立し、拡大を開始する 16 世紀以降を対象とし、ヨーロッパに加えて、アメリカ、大西洋世界

をも視野に入れた近現代の「西洋」を扱う。授業では、I．ウォーラーステインの『近代世界シス

テム』（名古屋大学出版会、全 4巻）の第 1 巻と第 2 巻をテキストとし、受講生にテキストの内

容を分担報告してもらう。西洋近現代史をグローバルな文脈で批判的に理解する姿勢を身につけ

ることを狙いとする。 

 なお、西洋史学の学習と研究に不可欠な英語文献読解のトレーニングは、2 年次開講の「外書

講読Ⅰ」「外書講読Ⅱ」で行うので、併せて必ず履修してもらいたい。 

 

考古学 中村耕作 

 國學院大學は全国各地の膨大な発掘調査報告書を所蔵してます。発掘調査報告書は遺構・遺物

のカタログであるとともに、発掘現場における個々の遺構・遺物の位置関係・出土状況を記録し



【現 1年生】 

7 

 

た原典資料でもあり、その記録を読み解くことで過去の人々の行動・思考に迫ることが可能です。

この演習では、縄文時代を中心とした先史時代（旧石器時代～弥生時代）の各テーマ（住まい・

ムラ・食料・技術・生産・交易・葬送・祭祀など）を考える上で重要な発掘調査事例を取り上げ、

その調査成果をまとめた発掘調査報告書や、その資料を用いた模範的な分析論文を読み解いてい

きたいと思います。具体的なテーマ・遺跡は受講者の関心に沿ったものを初回に相談して決定し、

各回２名程度の発表をもとに、調査・記録の方法や分析の仕方について議論しながら進める予定

です。 

 

考古学 深澤太郎 

考古学研究の前提は、モノの時期的（いつの？）・空間的（どこの？）位置付けを理解するこ

とです。そこで当演習では、弥生時代以降の遺構・遺物を取り上げて、それらの編年について考

えていきます。具体的には、①編年論に関する講義を行った上で、②典型的な論文を購読して考

古学者の思考法を理解していきます。その上で、③受講者にテーマを与えて演習発表を行う手順

で進めていく予定です。テーマは、弥生時代・古墳時代をメインに考えていますが、初回授業時

にアンケートを実施しますので、受講者の関心によっては、古代・中世・近世の資料についても

触れていこうと思っています。 

 

地域文化と景観 川名 禎 

 『利根川図志』とは、医師・赤松宗旦が著した江戸時代の地誌書である。本書は、越後魚沼の

雪国の生活を描いた鈴木牧之の『北越雪譜』とも比較されることが多く、当時主流であった一国

ごとの地誌とは異なり、利根川という自然環境を中心に、その流域の歴史・文化・民俗等を描写

したところに特徴がある。また本書は、利根川を媒介として地域と地域とが結ばれ、あたかも「地

中海世界」ならぬ「利根川世界」（利根川文化圏）が形成されていたことを窺わせるものでもあ

る。さらに挿絵には多くの著名な絵師たちも参加している。 

 この演習では、地図や絵図などを使用しながら、『利根川図志』をテキストとして、受講生はそ

れぞれにテーマを選び、それに基づいた発表を行う。そのための文献検索の方法、論文の読み方、

地図・絵図・景観の読解方法、レジュメの作成方法、口頭発表のやり方等について事前に指導を

行う。本演習を通じて、「地域文化と景観コース」の学習と研究に必要なスキルを身につけたい。 
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地域文化と景観 橋村 修 

 本演習は歴史地理学と民俗学の交差領域の研究方法を学ぶことを目的とする。受講者には、下

記のような資料の分析と関係論文の紹介が課せられる。 

本演習で対象とする資料は、漁村・漁業やそれに関係する食文化に関わるもので、漁業関係の

絵図や古文書、民俗誌などが挙げられる。具体的には、漁場図、江戸時代の魚便覧関係書、漁師

日記、地誌書、民俗映像などの中から受講生の希望を踏まえ、演習の資料を決めていきたい。こ

れらの資料を通じて、絵図や地形図、景観写真を読む視点を学ぶとともに、地理学、民俗学、そ

の他関連分野の論文読解を進めることで、地域文化と景観コースで研究を進める上での研究方法

を身につけていただきたい。 
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授業内容（史学基礎演習Ⅱ） 

 

日本史学・古代史 山﨑雅稔 

 日本古代史研究の基本史料にはどのようなものがあって、何が書かれているのか、それらをど

のように解読、分析して研究するのか？ この演習では実際に史料を読みながら、調べ方、研究の

仕方を身につけていく。具体的には『日本後紀』『続日本後紀』（六国史）の記事を読む。また、

古代史研究に必要な律令格式・仏教説話・金石文・木簡・正倉院文書などの基本史料の扱い方に

ついてもふれる。 

 

日本史学・古代史 佐藤長門 

 この演習は、日本史研究をこころざす学生を対象として、基礎知識の習得をおこなうとともに、

歴史を学ぶうえでの方法論を身につけることを目的とします。大学における歴史学とは、高等学

校までの「暗記」中心のそれとは異なり、史・資料にもとづいてオリジナルな見解を展開するこ

とにあります。そのための初歩として、ここでは日本古代史関係の史料読解と利用のしかたなど

を学び、基本的かつ重要な争点の考察を通して、歴史に対する柔軟な思考を得るよう努めること

にします。なお授業には、必ず漢和辞典（出版社は問わない、電子辞書でも可）を持参してくだ

さい。 

 

日本史学・中世史 高橋秀樹 

近年の平安時代～戦国時代の歴史研究にとって、古記録と呼ばれる漢文日記を史料として用い

ることは不可欠となっている。しかし、古記録を使いこなすためには、文体や用語法についての

基礎的な訓練と慣れ、貴族社会についてのある程度の知識が必要である。そこで、この授業では、

古記録の基礎知識を身につけるとともに、漢文日記を原史料とする編纂物である『百練抄（百錬

抄)』の輪読を通じて、変体漢文（和風漢文体）の読み方、語句や内容の調べ方についての基本を

学ぶ。 

 

日本史学・中世史 矢部健太郎 

当演習では、戦国織豊期に時期を限定して史料読解の演習を行う。対象とする素材は、主に武

家社会においてやり取りされた古文書とする予定である。ただし、中世社会の復元のためには、

多種多様な史料に関する理解が必要である。よって、公家衆や寺社が書き残した古記録などの史

料の扱い方に関しても、十分に時間を割いて取り組んでいきたい。 
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日本史学・近世史 岩橋清美 ※12/19 修正 

江戸時代はそれ以前にくらべて、飛躍的に古文書が作成された時期である。そのため江戸時代

を研究する上では史料に対する広い理解が必要になる。江戸時代が終了して 150 年以上が経過

し、史料に出てくる単語・用語・文体は現代人にはなじみが薄いものになっている。まずこれに

慣れる必要がある。また江戸時代の史料はくずし字と呼ばれる独特の書体で書かれている。翻刻

されている史料は少なく、この読解も必要である。 

 

日本史学・近世史 種村威史 

 江戸時代はそれ以前にくらべて、飛躍的に古文書が作成された時期である。そのため江戸時代

を研究する上では史料に対する広い理解が必要になる。江戸時代が終了して 150 年以上が経過

し、史料に出てくる単語・用語・文体は現代人にはなじみが薄いものになっている。まずこれに

慣れる必要がある。また江戸時代の史料はくずし字と呼ばれる独特の書体で書かれている。翻刻

されている史料は少なく、この読解も必要である。 

 

日本史学・近現代史 柴田紳一 

本学図書館には寄贈・購入などによって収められたさまざまな貴重書(書籍や史資料など)が多

数所蔵されている。その中には日本近代史に関わる重要なものが多数含まれている。身近にあり

ながら日頃なかなか学生が目にすることができないものがほとんどである。この演習では、①〈授

業の進め方〉史料を読み進めながら報告を求め、②〈授業で重視するポイント〉史料を読む力や、

文章作成・発表など表現する力を身につけることを基本にし、③〈学びのポイント〉徐々にステ

ップアップしながら(毎回出席し回を重ねる中で)考え・調べ・読み・表現する、その進行・反復

の中で学生には積極的な姿勢で授業に臨み、着実に「歴史を学ぶ力」を体得してもらいたい。 

 

日本史学・近現代史 内山京子 

個人の行動記録である近現代の日記は、時空を超えて書き手の世界を追体験することの出来

る、極めて有効な手段である。しかしその一方で、日記は書き手の主観がそのまま反映された世

界像でもあるため、適切に利用するためには知識と技術が必要である。この演習では、日記の語

句・内容・背景について事典や論文などで調べて発表し、音読することで、近現代の史料の基礎

的な読解力と分析力を身につけることを目指す。具体的には、維新三傑の一人である木戸孝允

（1833―1877）が残した『木戸孝允日記』を中心的に使用し、語句を調べながら丁寧に読み

進めることで、明治初期の政治家の問題意識について考えていきたい。全員で音読するため、報

告者以外も予習は不可欠である。卒業論文の作成に必要な技術を身につけるため、積極的に取り

組んで欲しい。 
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外国史学・東洋史 江川式部 

 中国史の史料及びそれに関連する概説・論文を読みながら、史実の読み解き方を学習していき

ます。具体的には、唐代長安の寺院記である『寺塔記』や、仏僧の伝記である『続高僧伝』など

を読みながら、当時の仏寺と仏僧の諸相、また朝廷や諸外国との関係などを広く眺めてみたいと

思います。信仰のよりどころとしてだけではない仏寺の様子を読み解きながら、当時の宗教をめ

ぐる社会の様子について考えてみましょう。 

 

※12/21 P.6石丸先生の演習説明内容と入れ替わっていたため修正しました 

 

 

 

 

外国史学・東洋史 樋口秀実 

この演習は、中国・朝鮮古代史を除いたアジア史の諸問題について勉強しようという学生を対

象とします。授業の内容としては、①論文講読、②研究報告、③レポート執筆の 3 つを行ないま

す。①については、アジア諸国・諸地域の歴史に関する学術論文を読みます。「東洋史」というと

「中国史」を連想しがちですが、この演習では、日中朝三地域を中心とする「漢字文化圏」に属

さない、アジアの「横文字文化圏」の歴史に関する論文も読みます。②については、アジアの王

朝や国家に関する報告をしてもらいます。③については、論文分析や報告内容に関わるレポート

を数回書いてもらいます。①～③の作業を通じて、テーマを設定する、調査・分析を行なう、結

論を導きだすといった論文執筆のために必要となる技術を身につけてください。なお、この授業

は、皆さんの報告を中心に進められ、教員である私は、皆さんのアドヴァイザーとして脇役に徹

します。授業のなかでいちばん大事すべき要素は、自分の感性にもとづき、自分の意見を自分の

言葉で述べることです。うるさいくらいでかまわないので、積極的に授業に参加し、どんどん発

言をしてください。 

外国史学・西洋史 

（西洋近世・近代史） 
大久保桂子 

 西洋史を専攻する 2 年生後期のこの演習は、16 世紀から 19 世紀までの、特に西ヨーロッパ

および大西洋世界（アメリカ、アフリカを含む）の歴史を対象とする。学生には日本語文献を取

り上げて報告してもらう。これらを通じて、グローバル時代に求められるヨーロッパ史、アメリ

カ史の新しい視点と方法に習熟してもらうのが狙いである。取り上げるテーマは、16 世紀のス

ペイン帝国、近世ヨーロッパの「複合国家」論、アメリカ植民地比較論、商業帝国オランダ、大

西洋三角貿易と第一次イギリス帝国、ジェンダー概念とヨーロッパ史、16～19 世紀ヨーロッパ

の人口史、など。 

 併せて 2年次開講の「外書講読」は必ず履修し、グローバルなアカデミックランゲージである

英語の読解力を磨いておいてほしい。 
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外国史学・西洋史 

（西洋近代・現代史） 
神長英輔 

 この授業は西洋近現代史を専攻する 2年生を対象とする。授業の内容は文献の講読、史料の

講読、参加者の研究発表である。授業の主題は 19 世紀と 20世紀のグローバルヒストリーであ

り、帝国主義、植民地主義、ナショナリズム、世界戦争などの概念を手がかりとして現代世界全

体の構造的な理解をめざす。参加者には指定する様式での文献報告と卒業論文の構想の発表を求

める。文献講読のテクストとしては木畑洋一『20世紀の歴史』、塩川伸明『民族とネイション』、

アンダーソン『想像の共同体』（新装版）などを用い、史料講読のテクストとしては歴史学研究会

編『世界史史料』（日本語）を用いる。テクストの精読を通じて関心を持つ地域と時期についての

基礎的な知識を身につけ、授業で扱うトピックを手がかりとして卒業論文の主題を探してほし

い。 

 

考古学 阿部昭典 

 考古学は、遺物や遺構、遺跡の分析から、時間的序列や空間的広がりを把握する基礎的研究を

踏まえて、当時の社会や文化の特色、人間の行動や思考を探求する学問です。 

 この授業では、先史時代の考古資料を中心とする基礎的分析法を学ぶとともに、社会構造や文

化などを復元、解釈するための方法論を学びます。以下の課題のなかから選んだテーマを調べて

発表を行い、議論する形で授業を進めます。初回の授業時に、各自の発表テーマを決めて、関連

文献リストを配布します。 

 セトルメント、生業、モニュメント、葬送儀礼、信仰、交流、双分制、婚姻、威信財、階層、

戦争、景観、など 

 

考古学 深澤太郎 

考古資料（遺跡・遺物）は、一体どのような目的で作られ、どのように使われたのでしょうか。

その意図を解明する糸口は、遺構の様態や、遺物の精緻な観察から窺い知ることができます。そ

こで当演習では、主に弥生時代・古墳時代の遺跡・遺物を取り上げて、考古資料の意義を明らか

にするための研究方法について考えていきます。具体的には、①機能論に関する講義を行った上

で、②典型的な論文を講読して考古学者の思考法を理解していきます。その上で、③受講者にテ

ーマを与えて演習発表を行う手順で進めていく予定です。当時の生活道具や、生活・政治・葬送・

祭祀の場などを取り扱う予定ですが、初回授業時にアンケートを実施しますので、受講者の関心

によっては、古代・中世・近世の事例についても触れていこうと思っています。 

 

地域文化と景観 吉田敏弘 

次第に失われつつある伝統的な景観は、過去における社会生活や文化を追体験することができ

る貴重な歴史遺産です。これらを後世に伝えるために推進されているユネスコ世界遺産や文化庁
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の伝統的建造物群保存地区・文化的景観など、世界や日本で取り組みが進められている景観保全

の事例について、その選定に際して作成された報告書類、研究論文や絵図などの史料、現状を記

録した精密な地図類などを駆使して、その景観の価値を明らかにし、後世に伝えるためのさまざ

まな取り組みについて学びます。受講生は必ず景観保全地区一つを選び、その景観に関するさま

ざまな資料を収集し、調査した内容についてパワーポイントを用いた発表を行います。発表まで

の調査については、授業外での個人指導を行います。文献検索法や文献の読解力を身につけると

ともに、絵図・古地図や地形図・空中写真、風景画や景観写真などの活用法についても指導しま

す。また、希望者には、岩手での小区画水田保全活動（田植・稲刈ツアー）に参加し、景観保全

を実践してもらいます。 

 

地域文化と景観 林 和生 

 過去の人々の生活は文字史料や古地図・絵図、絵画に記録・表現されています。地図の歴史は

文字より古く、文字を持たない社会でも生活に必要な様々な情報を地図・絵図に描いて蓄積・共

有して、日常生活に活用したり、地図で互いの意志の疎通をはかったり、また自分たちの世界観

を地図・絵図に表現してきました。 

 古地図や絵図には、それらが作られた時代の知識や情報が凝縮して表現されているので、それ

らを解読することで、作成された時代の歴史や社会の特徴を知ることができます。また、過去の

人々の世界観や地理像を知ることもできます。演習では、近世末に刊行された江戸切絵図の読解

を通して江戸・東京の都市空間の特徴を考えます。具体的には、最も売れた尾張屋板の江戸切絵

図（32枚構成）を受講生は 1枚ずつ担当して、絵図に描かれた範囲の地域を実際に歩きます。

そして現代図との比較から現代に残る江戸の歴史的景観（道路や橋・坂道、土地や町の区画、建

物、神社・寺院、庭園・緑地、大名屋敷の位置・地形など）を探し出し、さらに絵図に描かれた

範囲での江戸末期～明治～大正～昭和～平成の間の都市景観の変化の特徴について資料を作成・

配付して順に報告します。 

 また教室で古地図や明治・大正期の旧い地形図上で地名、土地利用、景観などを手がかりに、

地表に刻まれた歴史の痕跡を見つけ、それを生み出した人々の営みや意図を読み取る作業もおこ

ないます。さらに、休日などを利用して古地図や地形図を携えて大学の周辺を一緒に歩いて渋谷

の成り立ちを考えたり、東京区内・近郊に出かけて地形や歴史的景観を観察する「ブラタモリ」

的エクスカーションも行います。 

 


